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株式会社森川貫一商店

2021年度  環境経営レポート

　（対象期間：2021年10月～2022年6月）



　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

 

１ . 環境経営の継続的改善を誓約します。

２ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

３ ． 創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

４ ． 廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめ、リサイクル率の向上に努めます。

５ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

６ ． 安心で安全な製品並びにサービスを効率よくタイムリーにお客様にお届けします。

制定日：　2021/10/1

代表取締役社長 中川　伸一

ごあいさつ

　株式会社森川貫一商店は、食品包装資材および衛生用品等の卸売業です。大正１４年の創業以来、
多くのお客様から絶大なる信頼とご支援を賜りながら堅実な経営を営み、お陰様で今日を迎えるに至
りました。
　この度当社は、エコアクション21に基づく環境経営システムを構築し運用開始することによって、
地球環境に優しい企業として、新たな一歩を踏み出しました。
　これを全社員に周知徹底し、環境意識を高め、継続的に環境負荷の低減に取り組んで行くことを宣
言します。

環 境 経 営 方 針

　株式会社森川貫一商店は、ますます深刻化する地球温暖化や今後予想される地下資源の枯渇への対応
が人類共通の重要課題と考えており、食品包装資材・衛生用品の卸売販売を通じて、地球温暖化問題へ
の取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　活動内容は、環境経営における課題やチャンスを定期的に見直すことで明確にし、効率よく、無駄な
く、タイムリーに従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

     ＜環境保全への行動指針＞　

環境経営方針は全従業員に周知します
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
株式会社森川貫一商店
代表取締役社長　中川　伸一

（２） 所在地
本　　　社 〒658-0041　兵庫県神戸市東灘区住吉南町4丁目1番7号
資材倉庫 〒658-0041　兵庫県神戸市東灘区住吉南町4丁目1番7号

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名・連絡先
責任者 代表取締役社長 中川　伸一 TEL：078-811-2211

担当者 監査役　　 中川　めぐみ FAX：078-821-1710
E-mail：s.nakagawa@morikan-kobe.com

（４） 事業内容
食品包装資材・衛生用品の卸売販売
主要製品：食品トレイ、フィルム、ラップ、人造竹皮、消毒液、手袋など

（５） 事業の規模
製品出荷額 ４億7千万円（2021年度）

本社 資材倉庫 合　計
8名 4名 12名

406㎡ 783㎡ 1189㎡

（６） 事業年度 ７月～翌年６月

□認証・登録の対象範囲

株式会社森川貫一商店
本社・資材倉庫

活動： 食品包装資材・衛生用品の卸売販売

従業員　　　　　
延べ床面積　　　

対象事業所：
登録組織名：
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□ 環境経営実施体制

代表者

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
・効果的で必要十分な実施体制の構築

　へ周知

・経営における課題とチャンスの明確化
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施
・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

部門責任者 ・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の運用管理
・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境管理責任者の任命及び各自の役割・責任・権限を定め全従業員

社長　中川　伸一

　環境管理責任者

中川　伸一

資材倉庫
４名

・環境関連手順書の制定
・環境に関する緊急事態の想定と手順書の制定

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

営業事務
２名

営業配送
３名

環境事務局

専務取締役
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Ⅲ．主な環境負荷の実績

単位
2020年度
基準年度

2021年度 2022年度

kg-CO2 36,230 36,345
ｋWh 18,954 16,154
L 4,641 4,784
L 6,233 6,686
㎥ 0 0
L 0 0
kg 1,330 1,090

kg 1,330 1,090

kg 370 370

t 0 0

㎥ 109 72
kg 0 0

Ⅳ．環境目標及びその実績

（１）中期目標

kg-CO2 36,230 35,868 35,505 35,143

対基準 △１% △２% △３%

kWh 18,954 18,764 18,575 18,385

kg-CO2 9,382 9,288 9,195 9,101

対基準 △１% △２% △３%
L 4,641 4,595 4,548 4,502

kg-CO2 10,767 10,659 10,552 10,444

対基準 △１% △２% △３%

L 6,233 6,171 6,108 6,046

kg-CO2 16,081 15,920 15,760 15,599

対基準 △１% △２% △３%

kg 370 366 363 359

対基準 △１% △２% △３%
トン 実績調査中

対基準

㎥ 109 108 107 106

対基準 △１% △２% △３%
個数 783,493 791,328 799,163 806,998

対基準 ＋１% ＋２% ＋３%

注１） 都市ガスは微量のため、削減に取り組むが環境経営目標は設定しない。
注２）

注３）

　灯油
廃棄物排出量
　一般廃棄物

　産業廃棄物

　　　　　　　年　度
　　項　目

削減

Ⅱ．廃棄物排出量

　一般廃棄物
  (可燃ごみ) 削減

　産業廃棄物
　　　削減

2020年度
基準年度

環境に適した商品とは、紙、木、バガス等のプラスチック以外を原料としたも
の、バイオマスプラスティックを原料としたもの、原料はプラスチックである
がリサイクルされたものを含む。

　  （可燃ごみ）

Ⅰ.二酸化炭素

排出量削減

　電力使用量
　　削減

IV．環境に適した商
品の販売

　ガソリン
　使用量削減

　軽油
　使用量削減

*化学物質は使用しない

排出抑制で現状維持

Ⅲ．水使用量

2021年度 2022年度 2023年度

水使用量

電力の購入先は2021年6月より関西電力(株)から大阪ガス(株)へ変更。本レ
ポートでは二酸化炭素排出量の算出は大阪ガス(株)の2019年度調整後係数
（0.495kg-CO2/kWh）に統一して使用。

化学物質

　都市ガス

項　目

二酸化炭素排出量

　電力
　ガソリン
　軽油
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（２）対象期間の実績

基準

目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 26,456 26,192 26,332 99% △

対基準 △１% △0.5％

kWh 13,093 12,962 11,592 112% ○

kg-CO2 6,481 6,416 5,738

対基準 △１% △11.5％

L 3,393 3,359 3,473 97% △

kg-CO2 7,872 7,793 8,058

対基準 △１% ＋2.4％

L 4,691 4,644 4,860 96% △

kg-CO2 12,103 11,982 12,539

対基準 △１% ＋3.6％

kg 270 267 280 95% △

対基準 △１% ＋3.7％

t 0 0.00 0.00 100% ○

対基準

㎥ 64.0 63.4 44.0 144% ○

対基準 △１% △31％

販売量
個数

581,000 587,000 1,040,000 177% ○ 　

対基準 +1% +79%

注1)評価欄にて、○：達成（100％以上）、△：やや未達成（95％～100％未満）、×：未達成（95％未満）

注2）達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100(％)、増加を目指す場合は、
　　達成度＝実績÷目標×100(％)

　ガソリン
　使用量削減

　軽油
　使用量削減

Ⅱ．廃棄物排出量

　一般廃棄物
 (可燃ごみ) 削減

　産業廃棄物
　　　削減

2020年度
(10月～6月)

対象期間における実績

　　　　　　年　度
　　項　目

IV．環境に適した商
品の販売

（2021年10月～2022年6月）

Ⅰ．二酸化炭素

排出量削減

　電力
　使用量削減

Ⅲ．水使用量

削減
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◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
達成状況

（目標やや未達成）

△

◎ 頻繁に使用する作業エリアに設置できた。
◎ 倉庫や階段での消し忘れなど、不要照明の消灯を徹底できた。

◎

今後も一層積極的な取り組みを実施する。

（目標やや未達成）

〇 エコドライブは概ね実行できた。
〇 普段より安全運転に注意しているのでまずまずできた。

△ 配送先が増えたため単純に移動距離が増えた。

今後もルートの見直し等、一層積極的な取り組みを実施する。

（目標やや未達成）

〇 トラック買い替えにより不要なアイドリングが減った

〇 普段より安全運転に注意しているのでまずまずできた。
△ 配送先が増えたため単純に移動距離が増えた。

今後もルートの見直し等、一層積極的な取り組みを実施する。

△ 売上上昇に伴い廃棄物量も増加したことが要因。

〇 分別を周知徹底し、廃棄物の削減にも努める。

〇 正確な排出量を把握しながら、削減に努める。

〇 産廃ゼロ。

〇 現状維持で排出を抑制する。

（目標達成）

◎

◎ 各主要箇所に節水シールを張り付け、意識を高める。

◎ より多くの工夫ができるようにする。

〇 見積書などにもエコ商品を含め、お客様の関心を高めるよう努める。

◎ 東京・大阪開催の展示会に積極的に参加でき、新商品や顧客動向を調査できた。

・急加速・急停車の防止
・効率的な移動

・実態調査

・分別の徹底

一般廃棄物(可燃ごみ)の削減

・不要なアイドリングストップ

Ⅴ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

取り組み計画 評価結果と次年度の環境経営計画（取組内容）

節電シールにより、概ね意識を高められたがもっとこまめに入・切の操作を
する。

・効率的な移動

軽油使用量の削減

・節電シールの貼り付け

二酸化炭素排出量の削減

・下記の通り。 電力の削減に努めたが、ガソリン使用量が増えた為未達成となった。

電力使用量の削減

◎

（目標達成）

産業廃棄物の削減 （目標達成）

・実態調査

・市場・顧客情報の調査

（より安価なエコ商品の調査） 今後も左記取組を継続する。

節水の呼びかけにより達成できたが、より徹底をはかる。

・節水シールの貼り付け

・清掃時・手洗い時の節水

・空調温度の適正化（冷房28℃暖房
20℃）

感染対策で換気をしながらの運用であったが、パンデミックも２年目に入り
慣れたことで、効率的に運用でき、結果も出せた。

環境に適した製品の販売 （目標達成）

・商品提案時にエコ商品も

　極力含めるようにする。

（目標やや未達成）

ガソリン使用量の削減

・不要なアイドリングストップ
・急加速・急停車の防止

・来年度以降の目標設定

水使用量の削減

・節水の周知徹底

・サーキュレーターの設置
・不要照明の消灯

・来年度以降の目標設定
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Ⅵ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
遵守評価

遵守

遵守
廃棄実績なし

遵守

遵守

遵守

なお、関係当局より違反等の指摘はありません。

Ⅶ．代表者による全体の評価と見直し・指示

見直し要否
否
否
否
否
否

代表取締役社長　中川　伸一

-
実施体制 -
その他 -

2023年3月1日

環境経営方針 -
環境経営目標 -
環境経営計画

項目 見直し内容

適用される法規制 遵守すべき要求事項

廃棄物処理法 神戸市事業系一般廃棄物の出し方ルール
マニフェスト交付、管理（回付日記入等）

家電リサイクル法 特定家電4品目の適正な事業者（家電販売店）への引き渡し
自動車リサイクル法 使用済自動車の適正な事業者（引取登録事業者）への引き渡し
フロン排出抑制法 フロン類使用機器の定期点検と記録・同保存（廃棄後３年）、漏洩防止、

廃棄時のフロン回収義務

消防法 指定可燃物の扱い
消火設備の定期点検（防火対象物）
事故時の措置と届出（通報）

神戸市火災予防条例 火災発生の恐れのある機器の取扱基準の遵守、指定数量未満の危険物・可
燃物の貯蔵の届出及び技術基準の遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規への違反はありません。

　エコアクション21への取り組みを開始し、エコ活動に対する前向きな姿勢は社内に徹底できたと思います。現に業績が
拡大し、ガソリン・軽油使用量が上昇、廃棄物が増える中で、節電・節水でここまで結果が出せたことがその証です。業
績拡大という経営目標を達成させながら、エコ目標をクリアしていくことは一種矛盾しています。しかし考えようによっ
ては、エコ目標を念頭に置くことで、商圏の絞り込み、梱包方法の改善、業務の効率化等を推し進めることは可能である
と考えますし、さらにはポジティブに作用する可能性もあります。来期はここに重点を置きながら活動を継続していきま
す。
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Ⅷ．環境活動の紹介例（オプション）

要更新 要更新

要更新 要更新

要更新 要更新

＜エコ商品（紙トレイ）＞ ＜エコ商品（バイオ容器）＞

＜エコ商品（紙カップ）＞ ＜エコ商品（バガスランチBOX）＞

＜エコ商品（リサイクルトレイ）＞ ＜エコ商品（木製カトラリー）＞
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